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２つは，過去のデータを用いて将来の挙動を捉えるという意味で類似しているが，実 は 大 き な 差 が あ る
こ と が 知 ら れ て い る ． ま ず 予 測 分 布 に 関 し て は 理 論 的 な 考 察 を 行 な っ た ． 次 に 予 測






























本論文の一つ目の成果は国際誌Biometrika(2007)に掲載され、二つ目の成果はThe 9th Japan-China 
Symposium on Statistics(2007)、三つ目の成果は応用統計学会(2006)にてそれぞれ発表した。 
以上のように、本研究は数理統計学の理論の発展に寄与するところが大きく、博士(環境学)の学位に
値すると判断する。
